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大学院 に お け る実践 的 力量の 育成 につ い て

小　林　重　雄

　本稿 で は、特別支援教育 にお け る現在 の 取 り

組 み に つ い て 検討 し、そ れ に必 要な実践 的力量

を育成 す る た め に 大学が どの よ うな教育 を行 う

べ きか に つ い て 述 べ る 。 と くに 、 通常の 学級で

の 特別支援教育 の 適切 な展開 を担 当または援助

す る ため の 力量育成 を中心 に論 を進 め た い
。

1．特別 支援教育の基本的な考え方

　特別支 援教育 の 理念 は 、「障害 の あ る 幼児 ・

児童 ・生徒 へ の 教育 に とどま らず 、 障害の 有無

や そ の 他 の 個々 の 違 い を認識 しつ つ 様 々 な人 々

が生 き生 きと活躍 で きる共 生 社会の 形成」に向

けて 対処 す る こ とで ある （文科 省通知，2007）。

こ れ を推 進する ため に 、 以 下 の よ うな要請 を提

案 して い る 。

　
一般 の 学校に お い て は 、以下 の 6 つ の 体制整

備お よ び取 り組 み を行 う必 要 が あ る と し て い

る 。

  特 別支援教 育 に 関す る校 内委員 会 を設 置す

　 る 。

  在籍す る幼児 児童生 徒の 実態 を把握 し 、 特別

　な支援 を必要 とす る 幼児児童生 徒の 存在お よ

　び状 態を調 べ る 。

  特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネー
タ
ー

を指名 し、校

　内委員会 ・
校内研修の 企 画 ・運営、関係 諸機

　関 ・学校 との 連 絡 ・調整 、保護者か ら の 相談

　窓口 などの 役割を担 うよ うにする 。

  個別 の 教育支援計画 を策定 し、閧係機 関 と連

　携 を図 りつ つ 効果的な支援 を進め る 。

名古屋経済大学大学院人 間生 活 科 学 研 究 科

  個別の 指導計画 を作 成 し、個 の 特性 に応 じた

　 教育 を進 め る 。

  校 内で 研修会 を実施 した り、教員 を校外で の

　研修 に 参加 さ せ た りする こ と に よ り、 教 員の

　 専 門性 向上 に努め る 。

　文科省の 提 示 した体制 ・
取 り組み に対応 する

予 算 も専門性の ある 人 的配 置 もほ とん どな され

て い ない
。 特別支援学校 に つ い て は 、以下 の 4

つ の 体制整備 お よび取 り組み を行 う必要が ある

と して い る 。

  従来の 盲学校、聾学校 、養護学校 にお け る特

　別支援教育 の 取 り組 み を推進 しつ つ 、様 々 な

　障害種 に対 応で き る 体制 を整備 し 、 学校 聞の

　連携 を一層 進め る 。

  地域 にお ける特別支援教育 の セ ン タ
ー

機能 を

　充実させ 、 幼稚 園、小 学校 、中 学校 、高等学

　校等に お ける 個別の 指導計画の 作成 、個別の

　教育支援計画 の 策定を支援する 。

  特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ ータ ーは 地 域 にお け

　る特別支援教育を進め る た め に 、関係 機関や

　保護者、地 域 の 幼稚 園 ・保育所、小 学校 、中

　学校 、高等学校 等や 、他 の 特別 支援学校 と の

　連絡調整 を行 う。

  教 員 の 専 門性 を向上 させ る ため 、 特別支援学

　校 教諭免許状 の 保有状況の 改善を図 る と と も

　に 、複数の 領域 に わ た っ て 免許状 を取得す る

　よ うにする 。

　地域 の 幼 ・小 ・中 ・高等へ の 支援 を行 うセ ン

タ
ー
機能を充実 させ る とい うこ と に つ い て の 具

体的 な手立 て が な され て い な い 。従来の 特殊学

校の 教員免許 およ び教育経験 と の 関連 は ほ と ん

一210一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

大学 院 に お け る実践 的 力量 の 育成 に つ い て

ど存在 しな い
。

2 ．特別 支 援教育 に必 要 な実践 的力 量の 大学

　院 ・学部教育 に お ける育成の 進 め方

　前項で 述 べ た社会 的要請 を実現す る た め に 長

期 にわ た る必須の 人材 を計画的に 養成す る計画

が な く、十 分 な人 的 配置 を考え て い ない こ と を

前提 と して 、 で きる こ とは何 か を考える必要が

あ る 。 なぜ な ら 、 イ ン ク ル
ー

ジ ョ ン の 世界 を実

現す る と い う理念 だ けは正 しい し進 め な けれ ば

な らな い か ら で ある 。 そ こ で 関連 する 大学で は

以下 の よ うな教育 が求 め られ て い る と考 え られ

る。

　第 1 に、役 に立 つ 専 門教員 を養成する こ とで

ある 。 す な わ ち 、 教職課程にお い て は 、専 門性

を もち 、
セ ン タ

ー
的役割 を担 える特別支援学校

教員や 、専 門性 を もっ て 通級学級が 担当で きる

教 員 を養成 する こ とが 求 め られ て い る 。 ま た 、

現職教員 の リ カ レ ン ト教育 を行 う 。

　 第 2 に、役 に立 つ 大学教員 を養成す る こ とで

ある 。 具体 的に は 、 大学院生 に ス
ーパ ーバ イザ

ーと して の ス キ ル 、お よび、指導 の モ デ ル を提

示す る こ とが で きる ス キル を習得 させ る こ とが

考 え られ る 。 その た め に は、博士 課程 の カ リキ

ュ ラ ム を修正 し、臨床実習、実践 実習 を大幅 に

組み込 む必要があ る 。

　 上 記を実現する た め の 具体例 と し て 、以 下 に

筆者 の 実践 を紹介す る 。

　 学部教育で は、 2年次 に 臨床心理学、障害児

心理 学 の 講義を行 い 、 3年次に は ゼ ミで応用 行

動分析学 を学 ばせ る 。 また 、 3 年次 に は教員 に

よ る訪 問指導や 面接 の 補助 を行 わせ る こ と に よ

り、臨床 の 場 で の 学習 を進め る 。 以 上 の 知識 と

実践経 験 に基づ い て テ
ー

マ を選 ばせ 、卒業研究

を行 う。 Table　1 に卒業研究の テ
ー

マ の 例 をあげ

る 。

　 大学 院修士 課程で は 、一般 の 大学 院生 に つ い

て は 基礎 的 な知識
・技能 （臨床心理 学 ・応 用行

動分 析 学 ・心 理 検査実習 な ど）の 習得 の 上 に ス

ーパ ービ ジ ョ ン の 下で 学内実習 を 1年次 よ り開

始する こ とが 必要で ある 。 2 年次で は フ ィ
ー

ル

Table　1　卒業研究 テ
ーマ の 例 （N 女 子 大学，2006年度）

  小学 2 年生LD 児へ の ア プ ロ
ー

チ　
ー

算数 の 学習援

　助

  自閉症児 （小学 3 年生） の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 指導

　一
算数指導 に お け る 「や り

・と り」 を通 し て

  多動性幼児 の ソ
ー

シ ャ ル ス キ ル トレ
ーニ ン グ　

ー
け

　 ん か の コ ン トロ ー
ル

  特殊学級 （小学 3 年 生 ）の 自閉症 サ ス ペ ク ト児の 清

　掃 ス キ ル 学習支援

  ADHD サ ス ペ ク ↑・児 （小学 1 年生 ）の 身辺 処 理 ス キ

　ル の 定着

  自閉症幼児の 基本的生活習慣 （オ ヤ ツ と昼食 ス キ ル ）

　 の 形成

  小学 2 年生 ADHD ・LD サ ス ペ ク ト児 の 学級不適応

　 の 援助　
一

離席 の コ ン トロ ー
ル と課題従事

  小学 6 年 生 の LD 児へ の ア プ ロ ーチ　ー
漢字習得支

　 援

  小学 2 年生 の LD 児へ の ア プ ロ ーチ 　
ー

文 字 の 複 写

　 と書 き取 り支援

ドを現場 に 設定 した研究 を計画 し 、 ま とめ る こ

とが 要請 され る 。

　現職教員の リ カ レ ン ト教育 を行 っ て い く必要

が あ る 。 す な わ ち、通 常学級 、特別支援学級 、

特別支援学校 の 現職教員 を受 け入れ、障害児教

育お よび臨床心理 学の 視 点か ら、広 汎性発達障

害 、ADHD 、
　 LD 等に つ い て の 専門性 を身に つ

けるため の 支援 を行 う。
こ の カ リキ ュ ラ ム には、

臨床実 習や実践実習 を含 め て 計画す る 。 また 、

特別支援学校担 当者 に つ い て は、重複障害に も

対応で きる よ う、複数の 障害領域 に つ い て の 学

習 と地域の 一般学校 へ の 援助 を念頭 に お い た特

別 支援教育 に つ い て の 学習 も必要 となる 。 修論

指導に お い て は 、大学院修了 後も教育現場で 応

用 で きる よ う、事例研 究法 （小林，1997）を習得

させ る こ とを重視 し、実践 上 の 力 をつ け る こ と

に留意する 。

　 こ の よ うに 、 社 会的要請 の 変化 に 大学 院 ・学

部教育 を即応 させ て い くこ とが 重要で ある 。

3．特 別支援教育の 援助 に 役立 つ 大学教官の 育

成

大学教官の 育成は
一般 的に は大学 院 （博士 課
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程）に お い て 進 め られ て い る 。 地域 で 要請 され

て い る役立 つ 大学教官 は少 な くと も現時点 にお

い て は （当分 の 間は持 続す る ）不 十 分 な 教育体

制 ・取 り組み をカ バ ーし、補 充 し、最低限必 要

な条件 を整 える た め に貢献 して くれ るか とい う

こ とで ある 。

　具体的 には県
・
市

・
町 ・村 な ど の 特別支援教

育推進事業な ど に お け る調査研 究運 営 会議委

員 、教育連携協議会構成員 、 専 門家チ
ー

ム構 成

員、巡回相談 員な ど に積極 的 に参加す る こ とで

あ る 。 そ して 、 本来 は コ ーデ ィ ネータ ー
が担 当

す る 役割 に つ い て 援助す る と同時 に現場 の ス タ

ッ フ が 担当可 能 とな る よ うに指導 し て い くこ と

が 要請 され る 。

　1） 特別支援 を必 要 とする幼児 ・児童 ・生 徒

　　の実態把握

　医学的な診断名 は 、 と きに 理 解 し難 い 行動特

性 を障害名 と結 び つ けて 「なる ほ ど」 と思 わ せ

る に は役立つ か もしれ な い
。 しか し 、 教 育上 の

ア セ ス メ ン トで は 多 くの 場 合 に役立 た な い
。 学

習 参加 ・集団参加 に支障 を もた らす行動の 修正

を考 える と 、 その 当該行動 の 誘発や 頻度 を規定

す る 個体 と環境 の 条件 を明 らか にす る こ とが必

要 と なる 。
ベ ース と な る の は 応 用 行 動分 析学

（機能分析 、シ ェ
ービ ン グ 、 トー

ク ン シ ス テ ム

な ど）を避 け る こ とは で きな い
。 す な わ ち、行

動 ア セ ス メ ン トが 適 切 に行 わ れ る こ とが必須 で

あ り、 その 実現 の ため の モ デ ル 提示か ら コ ン サ

ル タ ン トと して の 役 割 を担 うこ とが 必 要で あ

る 。 関連す る領域の 教官 とな る ため に は必 要 な

教養 となる 。

　2） 学校場面 で の 実施 と社会 自立 に向 けての

　　対応

　大学 な どの 相談室で は 、子 ど もの 動 きは プ レ

ー
ル

ー
ム な ど を使用する た め そ の 活動範 囲が制

限 され 、人手 は学生 な どの 補助者 を含め て 十分

に 充た されて い る こ とが 多い
。 実際 の 学校 ・教

室場面 は 活動可 能 な 範 囲が 広 く 、 人手 の な い

（不足 して い る）こ とが
一

般的 な条件 とな る 。 そ

こ で 、ど の よ うな対 処が 可能で ある か を場 合 に

よ っ て は次善 の 策で あろ うと考案 しなけれ ば な

ら ない
。

一
応訓練中で あ ろ うと大学 院生 の ボ ラ

ン テ ィ ア 活用 も視 野 に 入 れ る 案 も考え られ る 。

未訓練 で ある 補助者や ボ ラ ン テ ィ ア の 活用 も地

域 の 状況 に合わせ て設定 して い く。

　 い ずれ に しろ大学 ・大 学院が い わ ゆ る ア カデ

ミ ッ ク と い わ れ る研 究 に 没入す る こ とな く、理

論 的探求 を進 め なが ら現 実に生 じて い る問題 に

つ い て 社会的 な説得性の ある 実践 ・提言 を続け

て い か な けれ ば ならな い 。
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